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研究成果の概要（和文）：本研究では、セミダイレクトな添削指導のための Web システム

ERRMarker を Moodle モジュールとして開発し、あらたな添削指導モデルを構築した。セミ

ダイレクト手法の添削指導は、学習上の弱点に対する学習者自身の気づきを促すために有用で、

英語レベルや学習動機に格差がある学習者集団においても、学習者それぞれの学習段階に応じ

て発生する学習ニーズを的確に把握する事を可能にしている。このセミダイレクト添削手法の

Moodle モジュールは、スパイラル型指導の実践に貢献することができる。 
 
研究成果の概要（英文）：Oguri and Yanagi have developed semi-direct written corrective 
feedback system called ERRMarker as a Moodle module. ERRMarker is a set of 
highlighting markers, which allows the instructor to give students semi-direct writing 
feedback by highlighting the location and types of errors. The system ensures students 
opportunities to discover themselves what to do to improve their skills in the target 
language. The research has developed more interactive, responsive and productive learning 
platform using ERRMarker to help build autonomous EFL learner skills.  
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１．研究開始当初の背景 
 
小栗は 2004年からWeb用ERRMarkerを利
用した英文添削指導を開始していた。
ERRMarker とは、英語フリーライティング

の指導時に、セミダイレクトな添削手法を実
現するためのシステムで、2006 年、外国語
メディア教育学会(LET)教材開発賞を受賞し
たものである。しかし、この導入には技術補
助が必要で、いかなる言語でも、いかなる教



授者でも運用ができるシステムの開発が望
まれた。 
 
２．研究の目的 
 
添削時に修正が必要な箇所を指摘する際、タ
ーゲットとなる部分に、修正指示を加えるの
がダイレクトな添削である。ターゲットを示
さず、コメント等で間接的に修正を暗示する
のがインダイレクトな添削である。小栗はこ
の２つの添削手法の利点を活かしたセミダ
イレクト添削が、学習者が自身の学習目標に
対する気づきを促すものとして開発、実践を
続けてきた。本研究では、 Moodle 版
ERRMarker を開発することにより、言語を
問わず、また、英作文という領域も超えて、
いかなる添削指導が要される場面でも使う
事ができるセミダイレクト添削システムの
開発と学習環境の構築を目的とした。 
 
３．研究の方法 
本研究では、Moodle モジュールの開発をは
かりながら、クラウドサービスを利用した添
削指導を実施し、Moodle 上での指導と、ク
ラウドサービス上での指導を比較検討しな
がら、Moodle モジュールならではの学習環
境の構築を試みた。各年度の開発段階は、次
の通りである。 
(1) 2010 年 度 は そ れ ま で の Web 版

ERRMarker の利点を最大限に残した
Moodle モジュール開発を試みたが、結
果として Moodle の他の機能の使用と共
存させることができないという制限が
残った。 

(2) 2011 年度は、Moodle の学習環境構築に
経験がある技術業者を開発支援者とし
て選びなおし開発内容を修正した。 

(3) 2012 年度は、教授者・学習者両方の視
点に立ったユーザビリティの向上を図
り、包括的学習支援のための手だてに焦
点を当てた開発を行った。Moodle 独自
の特製が要因となり、システムの開発自
体に時間を要したが、 

(4) 2012 年度末、添削指導の試用をしながら、
添削と学習を結びつけられるシステム
の設計、学習環境の構築を達成した。 

 
４．研究成果 
 
セミダイレクト添削手法 ERRMarker（Moodle
版）を用いた指導モデルの特徴は、学習者が
自発的に作文上の弱点を認識し、次の学習目
標を設定、学習を段階的に遂行できることで
ある。この手法を用いた指導モデルには、次
のようなメリットがある。 
(1) 添削指導を一過性にすることなく、指導

されたことを書き写すだけで終わる添削

形態を回避できる。 
(2) 添削指導をするたびに、次の学習へと結

びつけることができる。 
(3) ERRMarker 自体の設定を、教授者が自由

にできることで、マーカーペンのような
添削マーカーの色と定義を何パターンで
も用意し、指導主旨に適した環境で学習
させることができる。 

(4) 添削マーカーには、ヒントが埋め込まれ
ており、学習者はマーカーを見るだけで、
次に何をすべきかを理解することができ
る。 

(5) 学習しながら、指導しながら、学習者の
ノートに添削マーカーとともに、コメン
ト、学習の To Do リストを残すことがで
き、学習者と指導者がノート（Moodle 上
の１ページ）を介して双方向にコミュニ
ケーションすることができる。 

(6) 学習内容や添削指導の足跡は、記入順に
学習ヒストリーとして残され、いつでも
学習プロセスを振り返ることができる。 

(7) 添削マーカーのデータは、個人単位、ク
ラス単位で統計ページにリアルタイムで
表示され、学習者が自身の弱点を認識し
たり、指導者が学習者またはっクラスに
共通する指導・補足すべき点を把握した
りするのに役立てられる。また教授者は、
このデータを全て書き出すことができる。 

 
以上の特徴は、オンライン学習上の孤独さを
軽減することにもつながる。この指導モデル
を用いれば、学習者は、随時、オンラインで
学習しているとはいえ、パソコンに向かって
孤独に学習をする感覚から、教授者に見守ら
れ、支援されながら学習を繰り広げることが
できる。また、学習者同士の学習状況も可視
化することを選択すれば、適度なライバル意
識を学習者が持ちながら、学習を継続するこ
ともできる環境を構築することができた。 
 
ダイレクト添削指導、インダイレクト添削指
導の指導モデルは、以下の通りである。 
 

図 1：ダイレクト添削指導モデル 

 
 



 
図 2：インダイレクト指導モデル 

 
図１は、①の学習者ライティングのスタート
から②の指導、③書き直しまでの添削指導の
流れを示している。このモデルでは、それぞ
れの矢印が一方向を向いているとおり、イン
タラクションは発生しづらい。図 2が示すイ 
ンダイレクト添削指導では、①のライティン
グと②の指導の間にコメントとその内容を
確かめながら学習を行うインタラクション
が発生しやすいことを示している。しかし、
図１、図２の指導モデルでは、最後の④書き
直しという時点で学習が終結する。 

 

図 3：セミダイレクト添削指導モデル 

（小栗・柳 2012） 

 
 
本研究で開発した ERRMarker Moodle 版を活
用したセミダイレクト指導モデルでは、学習
と 指 導 中 心 に 、 自 律 し た 学 習 の 促 進
(autonomous learning)が組み込まれている。 
この添削指導モデルには、最初の英作文添削
指導からアウトプットとしての英作文完成
に至るまで、教授者と学習者の間に双方向な
やりとりが複数場面、複数段階で継続的に発
生する。 
 
この添削指導がセミダイレクトであるがた
めに発生する学習要素は、次の通りである。 
(1) 書き始めるに当たっての辞書参照、文法

項目の振り返り、構文確認 
(2) 添削マーカーによるセミダイレクトな

添削指導に沿って、学習者自身は誤りが
発生している箇所の修正方法を、添削マ
ーカーから得られるヒントをもとに考
え、英作文上必要な情報を調べ、修正。 

(3) 学習者は、修正を加えながら、自己の英
語力を高めるための弱点補強点に気づ
き、To-Do リストへ記入。発展的補強学
習を自主的に開始。 

(4) 教授者は修正された箇所の確認ととも
に、To-Do リストに沿った学習状況を把
握、助言。 

 
本指導モデルにおいては、例えば１つの英作
文を書くという課題が、それ自体を目的・ゴ
ールとはなっていない。１つの課題をきっか
けとして、学習者は自身の英語力の現状を認
識し、教授者からの助言を得ながら向上する
手だてを考え、学習に踏み込んでいくことが
できる。学習のプロセス全体が、教授者と学
習者がインタラクティブに、また、いくつも
の学習プロセスをスパイラルに重ねて展開
していくモデルとなっている。 
 
本研究では、Moodle 版 ERRMarker を開発し、
セミダイレクトな添削指導モデルを構築し
たが、Moodle 利用について教授者の中には使
用方法に不安感、抵抗感がある人々も少なく
ない。また、Moodle の特性によって、これ以
上のスパイラル型教育を打ち立てることに
も制限がある。今後は、Moodle を不要とし、
ブラウザで運用ができる、クラウド型のアプ
リケーションの開発が望まれる。 
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